
実務事例紹介(1)
神⼾⼤学附属図書館 鈴⽊雅⼦

第15回学術コミュニケーションセミナー（⽉刊JPCOAR）



JPCOARさまからの依頼
管理職としての⽴場からリポジトリ運営について
リポジトリやオープンアクセス・オープンサイエンス
を担う図書館の管理職としてどのような点に注意を向
けて仕事をしているか
可能であれば現在の運営の話
リポジトリ黎明期からの経験を踏まえて、

「今後の展望」 実務事例紹介..だよね

2022/12/20 月刊JPCOAR 2



機関リポジトリとの関わり
2004-2005年 北海道⼤学 HUSCAP
2007-2009年 ⼩樽商科⼤学 Barrel
2010年 北海道⼤学 HUSCAP
2011-2013年 旭川医科⼤学 AMCoR
2014-2016年 静岡⼤学 SURE
2019年 国⽴情報学研究所 機関リポジトリ
2020-2021年 名古屋⼤学 NAGOYA Repository
2022年 神⼾⼤学 Kernel
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2004-2005年 北海道⼤学HUSCAP
システム管理係の係員
NIIのプロジェクトのお世話になり、
無料ソフトDSpaceでリポジトリ構築
スティーブン・ハーナッド⽒の講演を
聞き衝撃
◦ 機関リポジトリはEJ論⽂が
読めない問題への対抗策。
研究者が⾃著論⽂をオープ
ンにすれば解決
出版社（エルゼビアも）OK
研究者は勿論OK
後は図書館がやるだけだ︕
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https://professeurs.uqam.ca/professeur/harnad.stevan/



2004-2005年 北海道⼤学HUSCAP
システム管理係の係員
当時の課⻑から⾔われたこと1つ
「学内アンケートやろう」
https://www.lib.hokudai.ac.jp/item/enq/kek
ka.html
◦ OAの意義を認める⽅多数、リポジトリで

情報発信したい⽅多数 → 進める根拠
◦ OAの状況（エルゼビアも認めている等）

や図書館がこれからやろうとしている事
を広報できた

◦ ご意⾒伺うために連絡して良い︖

体制︓係⻑1係員1+WG
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2004-2005年 北海道⼤学HUSCAP
前⾴の学内アンケートで連絡して
も良いと⾔ってくれた先⽣に⽚っ端
からアタック
名称、キャラクター、ポスター、
グッズ、規程類等の作成
説明会
学術情報流通の世界を「⼨劇」で
説明（サイエンスカフェ）
登録した論⽂の出版社条件を蓄積
体制︓係⻑1係員1+契約職員2

全国のリポジトリ担当者間で
情報共有、切磋琢磨
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余談︓2006年 HUSCAP園芸部
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2007-2009年 ⼩樽商科⼤学Barrel
参考調査係⻑（雑誌ILL貴重書等担当）
リポジトリは所属教員の論⽂をより多
くの⼈に⾒てもらうためのサービス
◦ →北⼤の先⽣がサービスを受け、樽商の

先⽣は受けられないのはおかしい
NIIのCSIプロジェクトのお世話になり、
◦ DSpaceの外注構築、研究者ページ
◦ すごい量の紀要を外注電⼦化して公開
◦ 登録100件ごとに記念インタビュー

※公開論⽂を⾒て研究⽣として来た学⽣も

体制︓係⻑3係員2による担当者制
◦ 呼びかけからファイルを貰って登録まで
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来年から私を指導教員として、中国の
留学⽣の⽅から研究⽣の申し込みがあ
りましたが、Barrelで私の論⽂を読んで
申し込みをしてきたとのことです。
Barrelがなければこういうことも起こら
なかったかもしれません。⼈と⼈をつ
なげるという意味でもよいシステムだ
と思います。



小樽商科大学Barrel： 顔が見える活動で持続的運用を目指す

★特徴1：130名で2,383件
これは、北大（教員2000人）に換算すると…36,662件

京大（教員3000人）に換算すると…54,992件
東大（教員4000人）に換算すると…73,323件

★特徴2： 1年ちょっとで2,383件
H19.4検討開始 H19.11試験公開 H20.3正式公開

★特徴3：85%の教員の論文を掲載

★特徴4：成長し続けています！
★特徴5：教員と連携した広報

収録100件ごとのインタビュー

学会誌などは狭い世界で流通している
ものですので，そういったものの間口が
広くなるということについて有意義だと
思います。
Google Scholarを使っていますが，大
学が提供しているPDFファイルが見つ

かると図書館で文献複写を依頼して待
たなくてすむので嬉しい。そういう意味
でも Barrelは本当に手軽で便利だと思
います。

また，アントレプレナーシップ専攻会議
でされたBarrelの説明を聞いて，感心し

ました。小樽商大にこんなチカラがあっ
たのか，ということと，それから，ナレッ
ジ・オフィサー（組織レベルで組織的知
識創造を全体的にマネージ する役割を

持つ）という言葉がありますが，まさに
Barrelチームが果たしている役割だと

思います。学会，出版社への連絡，登
録作業全般を行ってくれるのがとても助
かります。
今後は，よりBarrelが活用されるよう，

機能面が強化され，登録文献がもっと
増えることを期待します。

ダウンロード数を通知し
てくれるシステムがいい
ですね。自分の論文に
多くの人が関心を持って
くれていると思うと励み
になりますし・・。また、イ
ンターネットで簡単に検
索でき、プリントアウトも
できるのは大変助かりま
す。外国にいてもすぐ論
文を呼び出せるのです
から、時代の先端を行っ
ていますよね。

最近は学生でもインター
ネットで資料を検索する
人が増えているので、
Barrelに載せることで学

生に読んでもらえる可能
性も多くなりますし、授
業で自分の論文をWeb
上から手軽に紹介でき
るのも嬉しいですね！

Barrelに載せることで、自分の周りの同業者ばか

りでなく、多くの人に読んでもらえる機会が増え、
嬉しく思います。すぐに論文全文が入手できるのも
嬉しいですね。

企業法学科の先生方の論文は『商学討究』に掲載
されることが多いのですが、『商学討究』という名
前の紀要に法律の論文が 載っているとはなかな

か思わないので、他大学の法学部にはほとんど所
蔵されていないのではないでしょうか。私の母校も
そうで、『商学討究』の論文を読むのに別の学部の
資料室まで行かなくてはいけませんでした。そこで、
Barrelに収録された『商学討究』の法律学の論文
を多くの人に読んでもらって、『商学 討究』が有名
になるといいなと思います。

大変素晴らしい制度だと思います。正式公開後約４ヶ月で、800件も登
録されたのは驚くべきことです。また、出版社との交渉等も図書館が全
部引き受けてくれて、本当に感謝しています。雑誌論文だけではなく、
編著本なども出版社の許可が下りれば掲載できるということですが、こ
の種の著作物はなかなかアクセスしづらいものなので、公開してもらえ
ると大変助かります。Web公開によって論文をコピーしたり収蔵する手
間が省けますし、何より、いろいろな分野の研究者の論文を手軽に読

むことができるのが便利ですね。

1200件目に当選する前にも、以前書いた論文をBarrelに登録してもらってい
ましたが、私自身気づかなかった点を改めて感じました。例えば、JST（科学
技術振興機構）のJ-stageで公開している論文をBarrelにも登録していること
に関してですが、最初はファイルを図書館として独自に持つことに消極的な考
えでした。しかし、ファイルを一箇所のサイトに置いておく場合、メンテナンス時
間等利用できない時間帯があるかもしれないし、管理組織が変わったり、シス
テム障害などで突然閲覧できなくなることもないともいえませんので、ファイル
を重複してもつことの意味があるのではないかと考えるようになりました。最
近では、著者に冊子体の抜刷の代わりに電子抜刷を渡す学会等もあります。
そういった媒体をBarrelにどこまで登録できるのかというと、著作権的なことを
クリアしなくてはならないのでしょうね。
また、個人が電子的に多くの論文の現物を即時に取得できるようになったの
は数年前からと思いますが、自分自身、読みたい論文をインターネットで検索
していて発見できダウンロードできた喜びは大きかったものです。そういった意
味でもBarrelのようなサイトは有意義であると考えますので、今後も発展して
いっていただきたいです。
Barrelは著作権の関係で全文を掲載できない論文があったりして、長所がわ
かりにくい点もあると思います。著者の原稿であれば掲載できるという出版社
もあるようですが、頁付が大幅に変わったり、編集者によって雑誌に掲載され
る際に修正されたりいうこともあります。このように著者版と実際に雑誌に掲
載されたものでは相違点がありますので、著者版をBarrelに掲載するのにた
めらいもあります。しかし、多くの場合は読者にもこれらの点は容易に理解で
きるので著者版が提供可能であることはよいことだと思います。

先日、学外の某センターから連絡がありました。Barrelに登録され
た私の論文に興味があるので、ぜひセンターに寄贈して欲しいとの
依頼でした。このように、必要な文献や資料を、誰にでも提供できる
形で公開するBarrelは非常に便利ですね。まったく予想外の出来

事でしたが、社会貢献できて嬉しく思いました。
Barrelはいろいろなところを繋ぐリンクの役割を果たしていると思い
ます。まずは研究者同士を繋ぐリンクです。私の場合、多くの先生
方の研究分野は知っていても、その内容までは知りませんでした。
この点、多くの先生方の本当の興味を知ることができるのはとても
貴重なことです。将来的に、Barrel によって研究者同士の情報共
有が進み、学際的な研究が促進されることになるのではないでしょ
うか。また、教員と学生とを繋ぐリンクとしての役割も挙げられます。
恐らく、学生の立場では、ゼミの指導教員以外の先生の専門分野
を知ることは難しいでしょう。その点、Barrelでは、それぞれの先生
の興味が完全に反映されます。専門用語が多くて難しいかもしれま
せんが、気になる先生の論文を読んでみるのもいい勉強になると
思います。Barrelによって、先生と学生の距離がぐっと近くなります
し、私としても、学生が読んでくれると思うと研究へのモチベーショ
ンが上がります。今後も、ますますの充実を期待しております！

中国では論文のweb公開がかな

り進んでいます。しかし、テキスト
化されていない画像のみのデー
タも多く、また大抵はダウンロー
ドに料金がかかります。
日本のweb公開は日進月歩して
いますが、中でもBarrelチームは

少人数で頑張っていて素晴らし
いですね（笑）。漢字ばかりで面
倒な論文を迅速にデータ化して
もらえて大変感謝しています。書
き手としても心強い支援者を得
て、大変励みになります。
Barrelは論文を発表する新たな

場所として、紙媒体にまさる点も
多く画期的な存在です。今後とも
情報を蓄積し、安定した維持、運
営がなされるよう、がんばっても
らいたいです。

Barrelのようなサイトは非常に便利だと思います。でも、他大学ではBarrelのようなサイトはまだあ

まり発達していないのでしょうか？自分の読みたいと思う論文はなかなか見つけられなくて・・・。
あっ、見つかると図書館にコピーを取りに行かなくなるので運動不足になるかもしれませんね（笑）。
また、他の先生もおっしゃっていましたが、ダウンロード件数を毎月、通知してくれるのは励みにな
ります。

Barrelに対する意見というより、商大全体の業績管理システムに対する希望ですが、業績一覧を

様々な形式で何回も提出しなくてはいけないので手間がかかります。例えば新しい業績ができたと
きに、どこか１箇所に提出すると自動的に一括して管理していただけるようになるといいなと思いま
す。
教員の数が少ないのに、すでに2200件も論文が集まっているというのはすごいですよね。

すばらしい企画だ
と思います。感心
しました。社会に
出て行って何か
する社会貢献も
ありますが、知的
貢献というのかな、
知の社会貢献と
して、意味のある
プログラムだと思
います。学術情
報の流通を促進
する側面も画期
的だけれど、大学
の発信力としても、
Barrelは大きく貢
献していますね。

今、日本で遅れていると思うことは、学術論文がインターネット
で入手できるものが非常に少ないということです。英文系です

と、大方の論文は本学でもエブスコ等ですぐ検索できます。韓
国の方もWEBで検索できるようになりましたが、肝心の日本
の論文が、日本に居ても図書館を通 して１週間待たなければ

入手できないケースが多いです。著作権とか、いろいろな問題
が有るとは思いますけど、有名雑誌に載る前の編集・カットさ
れていない手原稿、これが実は研究者にとって大事であり、そ
ういっ たものがBarrelに沢山載っていると助かります。公共財

産ですから、その辺はどんどん頑張っていただきたいと思いま
す。

アクセス数、ダウ
ンロード数の通
知をしてくれるの
がいいですね。
私の研究はかな
りマイナーな分野
なのに、予想外
に多くの人に読
まれていることに
驚かされます。な
により、たくさん
読んでもらえると
嬉しいですね！

海外の論文は電子
ジャーナルで読めるもの
もありますが，国内の論
文はやはりまだ紙媒体が
多いですし，印刷などの
手間がかかります。

Barrelはいつでもどこでも，
簡単に論文を閲覧できる
ので大変助かります。今
後もどんどん論文を書い
て登録してもらいたいと
思っています。大いに応
援しています！最後に一
言。「がんばれ，バレル。
ひろまれ，バレル。われ
らのバレル！」 （高頻度
利用第１位記念インタ

ビュー）

一部を紹介します

国立情報学研究所IRDBコンテンツ分析システムより、
小樽商科大学学術成果コレクション（Barrel）のコンテンツ増減（本文あり）グラフ

簡単に論文を手に
入れることができる
ということはとても
重要なことだ。書物
や文献がインター
ネットで公開される
ことがもっと進んで
ほしいと思う。正直
に言うと，最初，

Barrelの話を聞いた
ときは，本が売れな
いこの時代にどうか
なとちょっと思った
が，遠隔地にいても
貧しくても論文を読
めるという「知識の
平等性」が保障され
てほしいと思うし，
Barrelはそれに貢
献すると思う。それ
から，Barrelは文献
の整理という意味で
ありがたい。大量の
資料の中で研究し
ており，自分の文献
がどこにあるか分
からないことがある

ので。

今の学生は情報
入手が楽になったと
思うが，もっと簡単
に手に入るようにし
ておきたい。イン
ターネットに頼りす
ぎる，情報がありす
ぎるという心配はあ
るが，いくら情報が
あっても理解する能
力，モノを考えてい
く力がなければ意
味がない。教育の
意味はそこにあると

思う。

100件目

500件目

世の中には物知りが多
いので、厳しい指摘を受
けるのではないかと恐
れる面もあります。でも
そのおかげで書くものに
より責任 を持とうとする

ようにもなるでしょう。論
文にたどり着くのが容易
になるのは学問の進歩
にとっていいことですし、
この先、遡及的に過去
の論文が増えてゆけ ば、

かなり役立つようになる
と思います。また、世界
中から検索できるので、
インターネット翻訳がさ
らに進めば、学術の国
際交流に大いに貢献で

きることで しょう。

Barrelに公開されるようになると読者を意

識して、書く方の姿勢に変化が生じること
でしょう。独善的な論文は減るかも しれま

せん（笑） 理系の分野ではネットによっ
て迅速に最新の情報を手に入れられるこ
とが最大のメリットとなりますが、文系で
は蓄積された古い資料にあた ることが重
要なので、Barrelも、古いものをいかに遡
及して載せられるかが問題でしょう。

自分が書いた論
文が入手しやす
く誰にでも読ま
れるようになる
のは，とてもい
いことです。

Barrelは，まだ

先が長い膨大な
作業だと思いま
すが，頑張ってく

ださい。

ダウンロード数の多さに驚いています。ダウンロード数の詳細通
知を見ると、同分野の研究者の所属する大学からダウンロードさ
れていることがしばしばあります。同じ研究をしている研究者に論
文を読んでもらえるのは嬉しいことです。かつては、同じ研究をし
ている人の論文を読むために有料のデータベースを検索していた
のですが、今は無料のGoogle Scholarを検索するだけでBarrel
のようなリポジトリで公開されている論文を読むことができるように

なって便利になりました。

論文というのは自己満足で書くものではないので、研究業績として公表した文献に
ついて、Barrelのようなコレクションで公開していくのは当然のことだと思います。昔

書いた論文は公開することにためらいがあるという意見もあると聞きましたが、その
研究者の成長の過程を公開することにもなりますので、有意義なことだと思います。
私の書いた論文については、せっかく書いたんだから、Barrelで公表してもらいたい
です。

学長

つくるというか準備をしていただく
人が大変なのではないかとすごく
感じます。 Barrelに実際に論文を
組み込む作業というのは大変だと
思いますが、Barrelに掲載された
お陰で多くの人に目を通してもらう
きっかけとなるので、ありがたいこ

とだと思います。
Barrelが出来た当初はどういうふ
うになるのか見当もつかなかった
のですが、実際に多くの人にアクセ
スしてもらえるということが分かり、
Barrelにまとめたことが意味があっ
たのではないかと実感します。
雑誌に載った論文を出版社として
Barrelに掲載を許していないもの
がありますので、書いた論文全て
をBarrelに掲載するのは難しいで
すが、できる範囲で、できるだけ多
くの人に公開していくというのはと
てもよいことだと思います。今は、
雑誌とか本が売れなくなってきてい
るところがありますし、出版社との
協力関係が求められているのでは
ないでしょうか。（ダウンロード件数
が10万件目記念インタビュー）

こんなにアクセスされると
は初め思わなかった。誰も
読まないと思いました。毎
月ダウンロードされている
ので驚きました。思った以
上にインパクトがあるようで
すね。

1,500件目
まずは、大変すばらしいことだと思います！私
が研究する上で必要なのは、ほとんどアメリカ
の文献です。アメリカで出版された本や学術雑
誌は日本に居ても手に入りますが、民間の研究
機関が出している報告書などは、著者とタイトル
しか公開していないものも多く、実際に現地へ
赴き研究機関を訪問しなくては手に入りません。
実際、2度ほどワシントンへ行って文献をもらっ

てきましたが、アメリカまで行くのは非常に大変
です。それを思うと、研究室に居ながらにして文
献が手に入る、Barrelのような手段があるのは

本当に素晴らしいことだと思います。今後、もっ
と多くの機関でこのようなシステムを取り入れて
くれれば、大いに助かることでしょうね！

この論文を書いた頃は、
図書館で一つ一つ地道
に論文を探してコピー
しては読んでいました。
研究は論文を読まない
と始まらないですから。
今は、インターネットで
論文が検索できるので、
格段に便利になりまし
た。 自分の論文をい
ちいちコピーして学生
に渡すのは大変なので、
Barrelを指定して読む

よう指導する、という使
い方もできますね。ぜ
ひ積極的に利用してい
ただきたいと思います。

古い文献やマ
イナーな文献が
オンライン化さ
れることは、とて
も意義がありま
す。

この論文に関しては、
既に筑波大学の同種
コレクションに掲載され、
検索・閲覧ができるよ
うになっています。今
回Barrelでも掲載され、

学内から見やすくなり
ました。

1,000件目

2,000件目



2008-2009年 IRcuresILLプロジェクト
⼩樽商⼤の係⻑が主担当
ILLで求められる論⽂を機関リポジト
リで公開していくのがよいのでは︖

機関リポジトリの活動は、リポジト
リ担当者だけに任せず、図書館員全
体で担当した⽅が効果的では︖
◦ ILL、メタデータ付与
◦ 教員が求めるサービス展開
◦ 学修⽀援、研究⽀援
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2010年 北海道⼤学HUSCAP
システム管理係⻑
北⼤に戻ってきたら先⽣⽅が遠い…
◦ →「いいとも作戦」で先⽣⽅にインタビュー
◦ 5周年記念イベント

当時の部⻑の英断により担当を⼤幅拡⼤
◦ システム管理係がHUSCAP運⽤、統括
◦ 論⽂登録を各部局図書室が担当
体制︓係⻑1係員2+各部局図書室職員︕
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2019年 国⽴情報学研究所機関リポジトリ
総務部企画課⻑（評価・広報・国
際・⼤学院・研協・社連が範囲）
NIIにはリポジトリが無かった︕
◦ → 研究⽀援部署の企画課で構築・

サービスすることに

体制︓課⻑1、企画係（事務系係⻑
係員⾮常勤職員各1）でURAの協⼒
を得てスモール構築、
専⾨教員・センター、コンテンツ課
で⾃ら登録してもらう⽅式
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2022年- 神⼾⼤学 Kernel
オープンアクセス推進WG

• 各教員の論⽂発表状況を確認し登録を進める
（著作権ポリシー調査等）

• Kernel通信の発⾏（教員インタビュー、統計、
情勢紹介等） → 全学ポータル掲⽰板に
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それは⼤きい⼤学
やからできるんや

うちは⼈もそんな
におらんし…
（北⼤の鈴⽊に対して）

それは⼩さい⼤学
やからできるんや

な
（⼩樽商⼤の鈴⽊に対して）



各大学のカラーに合った方法で

これまでなかった業務は、とにかく色々試すし
かない。失敗こそ大事。

勉強より、とにかくやってみる。

「図書館の中から飛び出る」
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「今後の展望」にかえて
機関リポジトリの役割
出版 → ⾃機関発⾏物の保存・公開
研究論⽂の公開 → ⾃機関研究者への研究⽀援
研究データの公開

図書館の役割
図書館専⾨職の役割

どれだけ⽀援できている︖
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